
表：積算気温による刈取適期の判定

会津農林事務所農業振興普及部だより
Vol. 255 (平成26年9月12日発行）

編集・発行■会津農林事務所農業振興普及部 農業振興課 0242-29-5303

住 所■〒963-8501 地域農業推進課 29-5306

会津若松市追手町7-5 経営支援課 29-5307

ＨＰ■www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36240a/ 有機農業担当 29-5317

い
よ
い
よ
、
水
稲
の
刈
取
り
時
期
を
迎
え

ま
す
。
刈
取
り
時
期
が
適
期
よ
り
早
い
と
、

青
未
熟
粒
や
死
米
が
多
く
、
逆
に
遅
れ
る
と

玄
米
の
光
沢
が
な
く
、
乳
白
粒
、
着
色
粒
や

胴
割
粒
な
ど
が
多
く
な
り
品
質
が
低
下
し
て

し
ま
い
ま
す
。

25
年
産
米
で
は
、
会
津
米
が
「
特
Ａ
」
ラ

ン
ク
に
復
活
し
ま
し
た
。
今
年
産
米
も
引
き

続
き
、
出
穂
期
を
起
点
と
し
た
積
算
気
温
な

ど
を
参
考
に
適
期
刈
取
り
を
行
い
、
高
品
質

米
の
生
産
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
積
算
気
温
に
よ
る
目
安

出
穂
期
か
ら
の
日
平
均
気
温
の
積
算
気
温

に
よ
る
刈
取
り
適
期
の
目
安
は
、
９
５
０

℃
～

１
０
５
０

℃
で
す
。

１
２
０
０

℃
以
上
に
な
る
と
胴
割
れ
米
の
発

生
率
が
急
激
に
高
ま
り
ま
す
。

※
８
月
１
日
～
21
日
の
平
均
気
温
は
平
年
並

み
～
や
や
高
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
～
21
日
の
平
均
気
温
は
ア
メ
ダ

ス
若
松
で
26
・
２
℃
、
ア
メ
ダ
ス
猪
苗
代
で

23
・
９
℃
と
な
り
ま
し
た
。

●
ほ
場
で
の
診
断

ほ
場
の
穂
の
黄
化
率
を
確
認
し
、
収
穫
時

期
を
最
終
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

85
～
90
％
の
籾
が
黄
化
し
た
頃
が
収
穫
の

適
期
で
す
。
（
穂
軸
が
青
く
て
も
籾
は
黄
化

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
倒
伏
が
見
ら
れ
る
と
き

降
雨
等
に
よ
り
倒
伏
し
て
い
る
場
合
は
、

倒
伏
し
た
籾
を
ほ
か
の
籾
に
混
ぜ
る
と
品
質

を
低
下
さ
せ
る
の
で
、
葉
色
や
穂
の
黄
化
状

況
を
み
て
、
刈
り
分
け
し
ま
し
ょ
う
。

適期刈取りで、高品質米を確保しましょう

稲わら鋤込みで地力アップ

近
年
、
登
熟
期
の
高
温
継
続
で
、
葉
色
が
基

準
よ
り
淡
く
、
下
葉
が
枯
れ
上
が
る
イ
ネ
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
地
力
」
が
大
き
く

低
下
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

水
稲
の
高
品
質
安
定
生
産
の
た
め
に
は
、
登

熟
期
後
半
ま
で
チ
ッ
素
の
持
続
的
供
給
と
養
分

の
供
給
を
良
好
に
維
持
す
る
「
地
力
」
が
と
て

も
大
切
で
す
。

毎
年
、
稲
わ
ら
を
燃
や
し
続
け
る
と
、
土
壌

中
に
有
機
物
が
補
給
さ
れ
な
い
た
め
、
地
力
が

低
下
し
て
い
き
ま
す
。
水
田
で
生
産
さ
れ
た
稲

わ
ら
は
、
現
在
の
地
力
を
維
持
す
る
た
め
に
可

能
な
限
り
全
量
鋤
込
み
と
し
ま
し
ょ
う
。

稲
わ
ら
は
早
く
鋤
込
む
ほ
ど
腐
熟
が
進
み
、

ガ
ス
発
生
な
ど
に
よ
る
水
稲
生
育
へ
の
影
響
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

コ
ン
バ
イ
ン
が
旋
回
し
た
箇
所
な
ど
に
稲
わ

ら
が
多
く
集
ま
っ
た
ま
ま
に
す
る
と
、
６
月
中

旬
頃
、
ガ
ス
発
生
が
多
く
な
り
、
稲
の
生
育
が

阻
害
さ
れ
る
の
で
、
鋤
込
む
前
に
圃
場
内
に
均

一
に
散
ら
し
ま
す
。

稲
わ
ら
等
を
分
解
す
る
土
壌
微
生
物
は
、
地

温
が
15
℃
以
上
で
活
動
が
盛
ん
な
の
で
、
稲
わ

ら
等
の
鋤
込
み
は
地
温
の
高
い
10
月
20
日
頃
ま

で
に
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
作

業
能
率
な
ど
を
考
慮
し
、
５
～

10
ｃ
ｍ
程
度
の

「
浅
耕
」
と
し
ま
し
ょ
う
。

稲
わ
ら
を
鋤
込
ん
だ
ら
、
排
水
溝
を
つ
く
り
、

地
表
水
を
排
除
す
る
と
稲
わ
ら
が
分
解
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

こ
の
秋
か
ら
、
稲
わ
ら
焼
却
を
や
め
て
、

浅
く
鋤
込
ん
で
「
地
力
」
を
ア
ッ
プ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

※8/21までは本年値、これ以降は平年値で試算しています。

会津平坦は若松アメダス、高冷地は猪苗代アメダスのデータで試算。

※
白
い
籾
が
黄
化
籾
、

黒
い
籾
は
緑
色
の
籾
。

〈刈取適期の穂〉



平
成
26
年
７
月
17
日
に
大
分
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
第
63
回
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
、
有
限
会
社
花
雅
（
猪
苗
代

町
）
の
渡
部
雅
幸
専
務
取
締
役
（
以
下
、

渡
部
専
務
）
が
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
栽
培
技
術
や

経
営
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
将
来
の
日

本
農
業
に
希
望
を
与
え
る
先
進
的
な
取
り

組
み
を
実
践
し
て
い
る
農
業
生
産
者
・
団

体
を
顕
彰
す
る
事
業
で
、
昭
和
27
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
も
全
国
の
優

秀
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
20

件
が
選
出
さ
れ
、
渡
部
専
務
も
こ
れ
ま
で

取
り
組
ま
れ
て
き
た
活
動
や
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

渡
部
専
務
は
、
『
み
ん
な
が
満
足
す
る

農
業
経
営
の
展
開
～
高
冷
地
・
豪
雪
地
帯

で
智
恵
と
地
域
力
を
活
か
し
て
～
』
と
題

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

従
来
、
米
主
体
の
経
営
で
あ
っ
た
自
家

経
営
を
野
菜
・
花
の
苗
生
産
に
切
り
替
え
、

「
地
域
に
根
付
い
た
経
営
、
環
境
に
優
し

い
経
営
、
お
ご
る
こ
と
な
く
自
ら
を
追
求

し
て
い
く
経
営
、
常
に
挑
戦
者
の
姿
勢
」

を
経
営
理
念
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
、
幾
度

か
の
困
難
か
ら
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
社
員
や
県
内
で
鉢
花
経
営
を
展

開
す
る
仲
間
達
と
地
域
の
若
い
農
業
経
営

者
と
の
「
繋
が
り
」
で
あ
る
こ
と
等
を
話

さ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
「
繋
が
り
」

を
大
切
し
な
が
ら
、
「
農
」
を
活
か
し
、

「
業
」
で
経
営
を
開
し
な
が
ら
地
元
農
業

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
展
望
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

有
限
会
社
花
雅
の
渡
部
雅
幸
専
務
取
締
役
が
優
秀
賞
受
賞

渡部雅幸専務取締役

本
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
所

に
お
い
て
、
リ
ン
ゴ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

「
会
津
あ
か
ね
」
（
♀
「
ふ
じ
」
×
♂

「
紅
玉
」
）
が
育
成
さ
れ
ま
し
た
。
収
穫

時
期
は
10
月
上
旬
か
ら
中
旬
（
育
成
地
）

で
、
秋
季
に
冷
涼
な
地
域
で
栽
培
す
る
と

濃
紅
に
色
づ
く
と
と
も
に
甘
い
芳
香
を
伴

い
、
お
い
し
い
果
実
に
仕
上
が
り
ま
す
。

本
県
は
、
リ
ン
ゴ
の
主
産
県
の
中
で
は

温
暖
な
地
域
に
立
地
し
て
お
り
、
近
年
の

気
候
の
温
暖
化
に
よ
り
、
着
色
の
良
い
果

実
を
生
産
す
る
の
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
秋
季
に
冷
涼

な
気
候
を
有
す
る
会
津
地
域
に
お
い
て
は
、

「
会
津
あ
か
ね
」
の
収
穫
時
期
に
は
気
温

も
低
下
し
、
本
品
種
の
優
れ
た
果
実
品
質

を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
地
域
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

「
会
津
あ
か
ね
」
「
ふ
く
あ
か
り
」
が
誕
生
！

会
津
の
秋
に
真
っ
赤
な
彩
り
と
豊
か

な
味
わ
い
を
与
え
て
く
れ
る
新
品
種
を

導
入
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
モ
モ
「
ふ
く
あ
か
り
」
（
♀

「
川
中
島
白
桃
」
×
♂
「
モ
モ
福
島
８

号
（
ゆ
う
ぞ
ら
×
ち
よ
ひ
め
）
」
）
も

育
成
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
主
力
品
種

「
あ
か
つ
き
」
の
直
前
に
あ
た
る
７
月

下
旬
頃
（
育
成
地
）
に
収
穫
と
な
る
、

早
生
種
と
し
て
は
大
玉
で
食
味
の
良
い

新
品
種
で
す
。
す
で
に
普
及
に
移
さ
れ

て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
は
つ
ひ
め
」

（
育
成
地
７
月
上
・
中
旬
収
穫
）
か
ら

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
リ
レ
ー
販
売
で
本

県
モ
モ
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
強
化
を
目
指
し

ま
す
。

本
県
果
樹
の
新
し
い
２
つ
の
味
覚
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

授賞式（後列中央が渡部専務）

写真提供：農総セ果樹研究所

写真提供：農総セ果樹研究所



https://fukumegu.org/ok/kome

本
県
で
は
、
24
年
産
米
か
ら
す
べ
て
の

米
で
、
放
射
性
物
質
の｢

全
量
全
袋
検
査｣

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

農
家
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
に
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

26
年
産
米
も
、
県
産
米
の
安
全
性
確
保

と
一
層
の
信
頼
向
上
の
た
め
、
引
き
続
き

全
量
全
袋
検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆

様
に
は
、
引
き
続
き
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
検
査
の
対
象
と
な
る
米

出
荷･

販
売
す
る
米
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
自
家
用
の｢

飯
米｣

、
親
戚
な
ど
に
配

る｢

縁
故
米｣

、
食
用
と
な
る｢

ふ
る
い
下

米｣

な
ど
、
県
内
で
収
穫
さ
れ
た
す
べ
て

の
米
が
検
査
対
象
で
す
。

●
26
年
産
米
の
ラ
ベ
ル

26
年
産
米
検
査
の
ラ
ベ
ル
は｢

緑
色｣

で

す
。「

バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
」
は
、
地
域
協

議
会
か
ら
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
検
査
を

受
け
る
ま
で
に
必
ず
全
て
の
米
袋
に
貼
り

付
け
て
く
だ
さ
い
。

農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
下
「
機
構
」
）

は
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
推
進
し
、
農
用
地
の
利
用
の
効
率
化
及

び
高
度
化
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
今
年
度
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
県

で
は
、
知
事
が
「
農
地
中
間
管
理
事
業
の

推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
25
年
法
律
101

号
）
」
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
公
益
財

団
法
人

福
島
県
農
業
振
興
公
社
を
指
定

し
ま
し
た
。

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
農
業
振
興

地
域
内
の
分
散
し
錯
綜
し
た
農
地
利
用
を

整
理
し
担
い
手
ご
と
に
集
約
化
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
や
、
耕
作
放
棄
地
等
に
つ
い

て
、
機
構
が
借
り
受
け
、
担
い
手
が
ま
と

ま
り
の
あ
る
形
で
農
地
を
利
用
で
き
る
よ

う
配
慮
し
て
貸
し
付
け
る
事
業
で
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の
し
く
み
は
下
図

の
と
お
り
で
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

地
域
に
対
す
る
件
と
個
々
の
出
し
手
に
対

す
る
件
が
あ
り
ま
す
。

①
地
域
集
積
協
力
金
・
・

地
域
内
で
ま
と
ま
っ
て
機
構
へ
貸
し
付

け
た
場
合
、
毎
年
12
月
末
の
農
地
集
積
率

に
よ
る
単
価
で
協
力
金
が
地
域
に
交
付
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
地
域
が
人
・
農

地
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
限
ら

れ
ま
す
。

②
経
営
転
換
協
力
金
・
・

出
し
手
が
農
業
部
門
の
減
少
に
よ
り
経

営
を
転
換
し
た
り
、
リ
タ
イ
ヤ
し
た
り
す

る
た
め
、
機
構
に
貸
し
出
し
、
そ
の
後
出

し
手
に
貸
し
付
け
し
た
面
積
に
よ
り
協
力

金
が
出
し
手
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

③
耕
作
者
集
積
協
力
金
・
・

機
構
の
借
り
受
け
農
地
等
に
隣
接
す
る

自
ら
耕
作
し
て
い
る
農
地
を
機
構
に
貸
し

付
け
た
所
有
者
や
、
所
有
者
が
農
地
を
機

構
に
貸
し
付
け
た
場
合
の
耕
作
者
に
つ
い

て
、
協
力
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
②
・
③
に
つ
い
て
は
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
作
成
が
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

26
年
産
米
の
放
射
性
物
質
全
量
全
袋
調
査
に
つ
い
て

な
お
、
26
年
産
米
の
検
査
に
は
、
24

年(

水
色)

、
25
年(

ピ
ン
ク
色)

産
米
の

検
査
用
の
「
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
」
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

｢

検
査
済
ラ
ベ
ル｣

は
、
検
査
を
行
い
、

基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

米
袋
に
貼
ら
れ
ま
す
。

全量全袋検査の結果については、米袋の識別番号ごとに下記のホームページで公開します。



平
成
26
年
８
月
１
日
に
農
業

総
合
セ
ン
タ
ー
会
津
地
域
研
究

所
に
て
会
津
方
部
有
機
農
業
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は｢

米
の
食
味｣

を
テ
ー

マ
に
、
株
式
会
社
山
城
屋
代
表

大
須
賀
啓
次
氏
、
株
式
会
社
石

井
商
店
代
表
石
井
淳
一
氏
、
有

限
会
社
あ
い
づ
松
川
専
務
松
川

修
一
氏
よ
り
販
売
す
る
立
場
か

ら｢

米
の
食
味｣

の
位
置
づ
け
や

食
味
向
上
の
意
義
、
今
後
販
売

す
る
上
で
の
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国

際
大
会
受
賞
者
、
会
津
若
松
市

長
尾
好
章
氏
、
西
会
津
町
橋
谷

田
淳
氏
、
猪
苗
代
町
土
屋
睦
彦

氏
が
米
の
食
味
向
上
に
向
け
た

実
践
事
例
を
発
表
。

さ
ら
に
、
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

会
津
地
域
研
究
所
山
内
所
長
よ

り
気
象
変
動
に
よ
る
高
温
対
策

等
、
今
後
の
栽
培
管
理
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

研
修
の
最
後
に
、
農
業
総
合

セ
ン
タ
ー
有
機
農
業
推
進
室
手

代
木
室
長
を
座
長
に｢

有
機
栽
培

米
の
食
味
向
上
に
つ
い
て｣

総
合

討
議
を
行
い
、
生
産
者
、
流
通

販
売
業
者
に
よ
る
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
が
今
後
、
米
の
食
味
向

上
に
向
け
取
り
組
む
上
で
有
意

義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
津
方
部
有
機
農
業
研
修
会

本
県
で
は
、
毎
年
10
数
件

の
農
作
業
死
亡
事
故
が
発
生

し
、
特
に
、
高
齢
者
の
農
作

業
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
既
に
、
６
月
だ
け
で

４
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。

農
作
業
中
の
死
亡
事
故
は
、

本
人
の
家
族
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
域
農
業
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
地
域
全

体
で
農
作
業
安
全
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
！

こ
れ
か
ら
、
秋
の
農
作
業

が
本
格
化
し
ま
す
の
で
、[

農

作
業
事
故
防
止
の
９
つ
の
ポ

イ
ン
ト]

を
心
が
け
た
農
作
業

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

（
９
月
１
日
～
10
月
31
日
）
実
施
中
！

①

作
業
に
適
し
た
服
装
な
ど
身
支
度
を
整
え
ま
し
ょ
う
！

②

点
検
は
安
全
作
業
の
第
一
歩
。
機
械
の
日
常
点
検
、
定
期
点

検
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

③

安
全
キ
ャ
ブ
フ
レ
ー
ム
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

④

走
行
時
は
路
面
状
態
や
障
害
物
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤

作
業
が
終
わ
っ
た
ら
ほ
場
に
出
る

前
に
左
右
ブ
レ
ー
キ
を
連
結
し
ま

し
ょ
う
。

⑥

こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑦

ほ
場
退
出
時
は
、
作
業
機
を
下
げ

て
直
角
の
向
き
で
退
出
し
ま
し
ょ
う
。

⑧

複
数
人
で
の
作
業
時
に
は
合
図
し
た
り
、
声
を
か
け
合
っ
て

お
互
い
に
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑨

「
お
つ
か
れ
さ
ま
」
「
お
か
え
り
な
さ
い
」
の
あ
い
さ
つ
を

習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈農作業事故防止の９つのポイント〉

平
成
26
年
７
月
31
日
に
喜
多
方

市
岩
月
町
入
田
付
平
沢
集
落
お
よ

岩
月
交
流
館
で
会
津
地
方
の
各
市

町
村
お
よ
び
関
係
機
関
の
鳥
獣
被

害
担
当
者
、
会
津
地
域
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
協
議
会
、
喜
多
方
地
域
営
農

対
策
連
絡
会
議
鳥
獣
被
害
対
策
分

科
会
、
地
域
行
政
区
の
参
加
を
得

て
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

被
害
防
止
の
た
め
の
花
火
に
よ
る

効
果
的
な
追
い
上
げ
方
法
を
学
ぶ
」

こ
と
を
目
的
に
「
鳥
獣
被
害
対
策

で
使
用
す
る
花
火
の
安
全
な
使
用

方
法
に
つ
い
て
」
県
生
活
環
境
部

消
防
保
安
課
か
ら
の
講
演
、
次
に

「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
態
と
効
果

的
な
追
い
上
げ
に
つ
い
て
」
特
定

非
営
利
活
動
法
人
お
ー
で
ら
す

代
表
今
野
万
里
子
氏
と
農
業
総
合

セ
ン
タ
ー
の
主
任
研
究
員
を
講
師

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
追
い

上
げ
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
地
研
修
会
で
平
沢

集
落
で
の
出
没
状
況
に
合
わ
せ
た

花
火
に
よ
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
追

上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

会
津
管
内
で
鳥
獣
駆
除
用
花
火
の

事
故
が
起
き
て
い
た
こ
と
か
ら
、

大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

会
津
地
方
有
害
鳥
獣
害
防
止
対
策
研
修
会

研修会の受講風景

追上げ花火の実演


